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いじめや不登校等の解決には，未然防
止の視点に立った「予防教育」が必要
であることを，様々な機会に説いて回
っている。実証的な調査研究をふまえ，
教職員の陥りやすい誤解をデータに基
づいて正すとともに，学校で取り組む
ことが可能で，実際に効果のある対応
を開発し続けている。主な著作には，
『ピア・サポートではじめる学校づく
り』（金子書房）のシリーズや，『学校
を変える，子どもが変わる』（時事通
信社）がある。

児童生徒の「規範意識」が問題になるのは，社

会規範に反したり逸脱したりする行為・行動が児

童生徒の間に多く見られる，といった理由からで

はない。そうした理由なら，「問題行動」そのも

のを問題にしていくだけで十分である。「規範意

識」に焦点を当てるのは，そうした問題行動の当

事者が，自分の行為・行動に対して罪悪感を抱い

ていないのではないか，そのことが問題行動の原

因や背景にあるのではないか，と思われる事例が

増えたからである。倫理観・正義感・道徳心等の

欠如の議論についても，同様である。

こうした状況への対応として，教育現場では

「道徳心を育てる」「命の大切さを教える」等の言

葉が繰り返されることが多い。そうした対応を否

定するつもりはないが，それらが短絡的・対症療

法的な発想から抜け出ていない点は，非常に気に

なるところである。

「規範意識」が欠けている原因については，い

ろいろと考えられる。もし，それが「教えられな

かった」「身につかなかった」ということである

なら，その対応は「きちんと教える」ということ

で構わない。だが，今の子どもの「規範意識」の

問題は何か，どこにあるのか。
欠如をめぐる問題は，そうした理解や対応で正し

いのであろうか。

私は，今の子どもの「規範意識」をめぐる問題

は，「身についている・いない」という以前にあ

ると感じている。そもそも，彼らは社会というも

の，他人というものに対して，きちんとした認識

や感覚を育めていない。彼らが健全な「規範意識」

を持ち得ないのはその当然の帰結である，という

のが私の理解である。例えば，

・他者の存在を大切なもの（意味あるもの），

と感じていない。

・人は様々な他者（社会）の恩恵があって初

めて生きていける，と感じていない。

・他者の存在は自分の欲求を達成する際の障

害でしかない，と感じている。

・自分の世界に没入すれば他者の存在は気に

ならない，と感じている。

・そもそもそうしたことをあれこれ言われる

こと自体が「かったるい」，と感じている。

といったような場合には，いくら「規範意識」を

説いたところで無駄である。

「規範意識」問題の根源は，
他者とかかわろうとする感情が乏しいこと
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佐世保で起きた小６女児殺害事件では，加害児

童に対する家庭裁判所の最終審判の中で，「他者

の視点に立ってその感情や考えを想像し共感する

力」や「他者との間に親密な関係をつくる力」が

育っていないという意見が示された。しかし，そ

うした問題傾向は，一部の特殊な子どもだけの特

徴というわけではない。普段から子どもと接して

いる人々ならば，そうした異変にとっくに気づい

ているはずであろう。何かのきっかけや条件によ

っては，どの学校でも似たような事件が起きると

言ってよいくらい，今の子どもの他者とかかわろ

うとする感情は乏しくなっている。そのような状

態を放置して，「規範意識」だけを身につけさせ

ようとするのでは，短絡的・対症療法的発想と批

判されても仕方があるまい。

そもそも人が他者や社会に好意的な感情を抱く

のは，自分が相手から「受け入れられている」

「認められている」という感覚を抱く体験から始

まる。自分の行動を誰かが見てくれている，自分

のために誰かが何かをしてくれている－そういっ

た他者からの働きかけや他者との交流の「自覚」

が基盤となり，他者とかかわりあいたいという思

いが生まれる。

ところが，今の子どもたちは，そのような他者

からのまなざしや行為に触れても，何も感じない

ことが多い。そこに，喜びを感じたり感謝の念を

抱いたりはせず，家族以外の者から何かをしても

らった場合でさえ，当然のことであるかのように

誤解している。なぜなら，そうした他者との接触

や交流の際に，それがうれしいことやありがたい

ことであることを，まわりにいた大人から言い聞

かされる体験が欠けているからである。

昔であれば，誰かから何かをしてもらったとき

には，親は子どもの頭に手を添えてお辞儀をさせ

ながら，「ほら，ありがとうは？」などと声をか

けた。そして，まわりの大人も，「よかったね。

○○してもらえて！」と口を合わせた。そんな形

で，喜びや感謝の気持ちを自覚させる体験を積み

重ねさせてきたのである。しかしながら，そうし

た体験が乏しくなり，他者や社会というものに対

する自覚が育っていない子どもが増えた。

また，今の子どもの場合，誰かのために何かを

することを，誇らしく思ったり，喜びに感じたり

することも少ない。誰かのために何かをして

「（感謝されて）気持ちがよかった」「（相手に喜ん

でもらえて）うれしかった」という体験が乏しい

からである。誰かのために何かをすることは「損

をすること」，我慢をすることは「嫌なこと」で

あるかのような感覚さえある。やはり，他者との

接触や交流の際に，まわりにいた大人から，「え

らかったね！」「みんな喜んでいたよ！」などと

声をかけられることが減り，それが誇りであり喜

びであることを自覚できていないからである。

こうした体験不足がもたらした感情の未熟・未

発達に対して，最近では，社会的スキルやコミュ

ニケーション能力の訓練等に言及するカウンセラ

ー等が増えてきた。だが，彼らの多くは，加害児

童や発達障害の子どもたちに対する「治療的対応」

と，一般の子どもたちに対する「教育的対応」と

を区別できていない。一般の子どもたちは，自ら

のうちに彼ら自身を発達させようとする力を持っ

ていることに，多くのカウンセラー等は気づいて

いないからである。

体験不足による感情の未熟・未発達には，
治療ではなく教育が必要
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「他人とかかわりたい」という感情の欠損が，

何らかの障害等によってもたらされたものである

なら，スキルやコミュニケーションの訓練で補う

しかない。彼らには自力でそれを発達させる力は

ないからである。それが，ここで言う治療的対応

である。

ところが，多くの子どもに求められる対応は，

そうしたものとは異なる。彼らは，そうした感情

が育つのに必要な体験や機会に恵まれなかったた

めに，感情が未熟・未発達な段階にとどまってい

るに過ぎない。そんな時には，感情が育つうえで

必要な体験や機会を提供するだけで十分である。

そうすれば，その後の感情は，彼ら自身が育んで

いく。それを見守り，支えていくことが教育であ

り，ここで言う教育的対応である。そのことに気

づかず，一方的に子どもを変えよう（治療しよう）

と考えるのは大きな間違いである。

自分がしたことを感謝されてうれしかった，自

分は頼りにされている，自分も誰かの役に立って

いる，みんなから認められている，…。他者と交

流することで得られるそうした感情を，私は「自

己有用感」と呼んでいる。似た言葉に，自己肯定

感，自己存在感，自尊感情などがあるが，自分本

位でなく，他者が存在して成り立つ感情である点

を強調する必要性から，意識的に「自己有用感」

の語を用いるようにしている。

自尊感情だけなら，佐世保事件の加害児童にも

見いだせる。だが，彼女には「自己有用感」が欠

けていた。自尊感情だけ高くても「自己有用感」

が低ければ，「私は，こんなに○○ができるのに，

ちっとも評価されない」といった不満がつのる。

それが他者に向けられれば，攻撃的な行動になる。

反対に「自己有用感」が獲得されていれば，少々

の不満があってもそれを抑えるだけの余裕が生ま

れる。つまらない行動に走らないですむ。

しかし，この「自己有用感」は，何も特別な感

情というわけではない。少し前までは，家族や近

隣の中で自然に身についてきたものである。兄弟

数・家族数が多く，近隣の子どもの数が多かった

時代には，お手伝いや遊びの中で，子どもにも年

齢に応じた役割が割り振られていた。もちろん，

年長者には年少者よりも責任ある役割が与えられ

た。それは，重荷である一方で誇りでもあり，特

権である一方で責任感も求められた。どんな子ど

もも，そうした役割を果たすことを通して「自己

有用感」を獲得し，社会の一員であることを自覚

した。それが，昔の子どもの「規範意識」を支え

ていたのである。

ところが，今の時代には，そういった体験自体

が極めて稀になってきた。子どもは「してもらう」

ばかりで，「させられる」体験や「してあげる」

体験に乏しい。さらに，形式的な平等主義がいき

わたり，年長者も年少者も同じようにしか扱われ

なくなった。

では，どのようにしたら，自然には身につきに

くくなった「自己有用感」を子どもに獲得させ，

「規範意識」を育てられるのか。小学校で何気な

く行われている「異年齢交流活動」等を利用し，

意図的・計画的に「自己有用感」を育む手法に，

「日本のピア・サポート・プログラム」がある。

プログラムと言っても，治療的な発想の訓練とは

2 規範意識の形成と教師の指導力

「規範意識」の基礎となる「自己有用感」

「自己有用感」を育む
「日本のピア・サポート・プログラム」
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違う。６年生の児童に１年生や他学年のお世話を

させ，その体験を通して６年生自らが「自己有用

感」を獲得できるように考案された，計画的な教

育活動のことである。

小学校の６年生にもなると，男女を問わず，ど

の子どもにも自律的な道徳性を育むだけの抽象的

な思考力が備わってくる。しかも，小学校の最高

学年としての期待も自他共に高まってくる。そこ

で，５年生の終わり頃から，学年のみんなと協力

して遊ぶことができるよう，まずは体験的なゲー

ム等をさせる。そんな楽しい雰囲気の中で，次年

度から始まる新６年生としての「お世話活動」に

向かう意欲を高めていく。４月になったら，最初

は小グループで１年生等のお世話活動を始める。

少し自信のついた頃から，１対１のお世話活動に

移る。６年生全員が，年少者に感謝されたり，喜

んでもらったりする体験を通して，年長者として

の自覚や誇りを獲得できるように配慮して活動を

展開する。

従来の活動でも「自己有用感」が育まれること

はあった。ただし，それは重要な役割を果たす一

部の子どもに限られていた。「日本のピア・サポ

ート・プログラム」の新しさは，すべての６年生

が「自己有用感」を獲得することで，生徒指導上

の問題を解消しようとする予防教育的視点にある。

その効果も，文部科学省の委託研究『児童生徒の

社会性を育むための生徒指導プログラムの開発』

によって実証されている（この委託研究の報告書

は，http://www.nier.go.jp/shido/syakaisei/

index.htmlからダウンロードできる。教師のか

かわり方，働きかけ方が具体的に示されているの

で，ぜひ参考にしてほしい）。

ちなみに，この委託研究の結果でもう１つ興味

深いのは，同じように社会性育成の効果が期待さ

れた「構成的グループ・エンカウンター」に，そ

うした効果が見られなかった点である。一時的・

表面的には子どもが変わるかのように見えるエン

カウンターに，なぜ社会性育成の効果がないのか。

おそらく，それがエキササイズという教師主導の

疑似体験に終始する治療的手法であり，子ども自

身が主体的に力を獲得する活動ではないからであ

ろう。育てるカウンセリングの手法が教育的手法

になり得ないのは，そのせいである。

子どもが「育つ」うえで必要なのは，治療的な

手法ではなく教育的な手法である。「規範意識」

の形成についても同じである。ところが，今の教

師は，時間と手間をかけて子どもに体験や機会を

与える「教育」が苦手になってきている。そして，

自らの指導力不足を補おうと治療的発想の訓練に

安易に飛びつき，一方的に子どもを変えようとす

る傾向が強くなってきている。教育委員会の研修

も，それに迎合するようなことがある。だが，エ

キササイズ等の小手先の技術は，雰囲気づくりに

は役立つものの，それで子どもが育つわけではな

い。子ども自らが体験を通して「自己有用感」を

獲得し，それに基づく「規範意識」を育むには，

教師自身が地道な努力を重ね，互いの連携協力を

図りつつ，着実に教育活動を進める力を身につけ

る必要がある。

おわりに




